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Kardar-Paris-Zhang によっていわ中る KPZ 方程式が提出されてからそのスケ~ 1)ング期に関し
て様々な理論、シミュレーション、実験がなされてきた。 1次元的な成長界面の位置を h(x，t)とす






















(a) (b) (c) (d) 
0.17 350 
0.165 寸¥V3001 r ¥1 1 I LI田‘句←昌;0.16 2玄 E Z1G ノ AーFf A// 250i V ¥ (V ， I!I r /5 
0.155 〆!Q' 
〆/ 
200 。 0.15 1 
5 0.5 1.5 G 4む00 8000 12∞o 0 2000 4000χ6000 8000 10000 100 100し日 10∞E 
え
図 1:(a) KPZQ方程式の蕗界駆動力 Fc (b)モデル式 (2)での実効的駆動力 Feff= Fーくた>
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ただし、クエンチされたノイズ要辻
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<ご(民h)ご(xヘh')>= 2D8(x -x')8(hー が)
を満たすとする。 KPZQ方程式に或長とともに駆動力が弱くごとる項を追加した次のモデル方程式
を提案する。
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と平均を寂ったモデルで辻はとんど同じ結果が得られている。図 l{a)~土、元の KPZQ 方程式 (1)
の非議彰パラメータ λの関数として、系のサイズ L= 10000のシミュレーションで得られた駆動
力Fの臨界植を示している。ただし、ジ =5で、ご はOから 3の間の一様乱数としている。 Fが
この出議の下の領域で成長界面はピン止めされる。この曲議直上だけでαが0.63の臨界スケーリ
ング期が或り立つつ λ二 1のときの臨界値Fcは0.153である。 Fcは50悟のランダムな媒賞での
平均龍で求めたむ国 l(b)ー(d)は(2)式のシミュレーション結果を示す。図 l(b)はλ=1でFが
0.17のときの実効的な駆動力 Feff= F -d < h >の時間変化を表す。 hの初期f産;土 h(ι0)= 0 
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